
















(第２面)－別紙 （別紙 1/2）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（令和4年度）実績】

産業廃棄物の種類

排　出　量 40,434 t 627 t 448 t 89 t 34.6 t 9.93 t

【目標】

産業廃棄物の種類

排　出　量 40,030 t 620 t 444 t 88 t 34.2 t 9.83 t

(第３面)－別紙

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（令和4年度）実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（令和4年度）実績】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

自ら中間処理により
減量した

産 業 廃 棄 物 の 量
0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

自ら中間処理により
減量する

産 業 廃 棄 物 の 量
0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

廃プラスチック 木くず その他

 （今後実施する予定の取組）

　・実施する予定なし

②計画

鉱さい 汚泥 廃油

その他汚泥 廃油 廃プラスチック 木くず

 （今後実施する予定の取組）
　・余剰砂の有効活用による廃砂処理量低減
　　　　砂再生工程で製造したRCS（レジンコーテッドサンド）を中子工程で使用（継続）

①現状

鉱さい 汚泥

②計画

鉱さい

 （これまでに実施した取組）
　・余剰砂の有効活用による廃砂処理量低減
　　　　砂再生工程で製造したRCS（レジンコーテッドサンド）を中子工程で使用

廃油 廃プラスチック 木くず

①現状

鉱さい 汚泥

 （これまでに実施した取組）

　・実施していない

廃油 廃プラスチック 木くず その他

その他

 （今後実施する予定の取組）※目標：令和4年度実績の1％減
　・余剰砂の有効活用による廃砂処理量低減
　　　砂再生工程で製造したRCS（レジンコーテッドサンド）を場内請負業者に売却拡大（継続）
　・鋳物集塵ダストの分級、有価化（Fe原料）による集塵ダスト量の低減（継続）
　・鉱さいキュポラスラグの有価化拡大（肥料原料）（継続）

 （これまでに実施した取組）
　・余剰砂の有効活用による廃砂処理量低減
　　　砂再生工程で製造したRCS（レジンコーテッドサンド）を場内請負業者に売却拡大
　・鋳物集塵ダストの分級、有価化（Fe原料）による集塵ダスト量の低減
　・鉱さいキュポラスラグの有価化拡大（肥料原料）

木くず その他鉱さい 汚泥 廃油 廃プラスチック

②計画

木くず廃プラスチック その他

①現状

汚泥 廃油鉱さい



(第４面)－別紙 （別紙 2/2）

【前年度（令和4年度）実績】

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

【目標】

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和4年度）実績】

40,434 t 627 t 448 t 89 t 34.6 t 9.9 t

優良認定処理業者
への処理委託量

9,579 t 604 t 392 t 34 t 0 t 0 t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

40,434 t 627 t 448 t 89 t 34.6 t 9.9 t

認定熱回収業者
への処理委託量

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者

への処理委託量
0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

(第５面)－別紙

【目標】

40,030 t 620 t 444 t 88 t 34 t 9.8 t

優良認定処理業者
への処理委託量

9,483 t 598 t 388 t 34 t 0 t 0 t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

40,030 t 620 t 444 t 88 t 34 t 9.8 t

認定熱回収業者
への処理委託量

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者

への処理委託量
0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

その他廃油 廃プラスチック

 （今後実施する予定の取組） ※目標：令和4年度実績の1％減
  ・埋立処分から再生利用への転換による埋立処分量低減（継続）
　・委託先処理業者への定期的実地確認による順法性・適正処理チェック（継続）
　・優良認定処理業者の選定（新規契約）（継続）

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の種類 木くず

②計画

鉱さい 汚泥

汚泥 廃油

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

①現状

廃プラスチック 木くず

鉱さい 汚泥

 （これまでに実施した取組）

　・埋立処分から再生利用への転換による埋立処分量低減
　・委託先処理業者への定期的実地確認による順法性・適正処理チェック
　・優良認定処理業者の選定（新規契約）

廃油 廃プラスチック 木くず その他

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

鉱さい 汚泥

②計画

廃油 廃プラスチック 木くず その他

 （今後実施する予定の取組）

　・実施する予定なし

鉱さい

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

その他産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

 （これまでに実施した取組）

　・実施していない


